
植物防疫所とは
農林水産省が所管する国の機関です。植物防疫所では、新たな植物の病害虫が海外から
侵入することを防ぐための「輸入検疫」、日本から輸出される植物等を介して病害虫が諸外国に
広がることを防ぐための「輸出検疫」、国内の一部地域に発生している病害虫を新たな地域に
侵入させないためなどの「国内検疫」を行っています。
また、新たな病害虫を早期に発見・根絶するため、侵入調査や緊急防除を都道府県と協力

して実施しています。
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制服・作業服

植物防疫所の
所在地

植物防疫所では、「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の
確保に関する法律」に基づく未承認遺伝子組換え農作物の混入についての検査を
実施するほか、「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」に
基づき規制されている外来生物の判別にも協力しています。

植
物
防
疫

輸入検疫
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指定種苗検疫

特殊病害虫対策

侵入調査

緊急防除

国際検疫

国内検疫

輸入植物等の検査、
隔離検疫、海外検疫

輸出植物等の検査、
栽培地検査

種ばれいしょの検査

南西諸島・小笠原諸島に
おける移動規制

調査研究

リスク分析

研修

検査・消毒技術の開発、病害虫に関する調査研究、
病害虫の同定診断方法の開発、国際基準案の検討

病害虫リスクアナリシス、海外情報の収集及び
検査技術・データの解析、検疫データの整備

植物防疫官の専門知識及び技術の向上

植物防疫所の業務

ミバエ類等のトラップ調査、
寄主植物調査

移動規制、緊急防除の技術協力、
防除の確認調査
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